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曹
洞
宗
寿
昌
派
の
盛
衰

-
黄

樂
禅

と
の
交
渉
を
め
ぐ

つ
て
-

永

井

政

之

延
宝
五
年
(1667)
に
来
朝
し
た
東
皐
心
越
は
、

一
六
九
五
年
、
水
戸

天
徳
寺
に

て
没
す
る
。
生
前
、
水
戸
藩
の
帰
依
に
よ
り
天
徳
寺
を
得
た

東
皐
は
、

中
国
曹
洞
禅
の
伝
播
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
し
か
も
新
し
い

文
化
を
伝
え
た
と
い
う
面
も
歓
迎
さ
れ
た
ら
し
く
、
来
参
す
る
人
も
多

く
、
そ
の
意
味
で
は
、
か
な
り
の
厚
遇
を
受
け
た
と
も
言
え
よ
う
。

し
か
し
東
皐
の
没
後
は
ど
う
か
。
そ
の
禅
風
が
黄
壁
くの
そ
れ
と
似
て

い
た
た
め
、
所
謂
古
規
復
古
運
動

の
あ
お
り
を
食
い
、
寿
昌
派
と
し
て

の
独
自
性
を
発
揮
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ

こ
の
よ
う
な
状
態
を
、
寿
昌
派
の
人

々
が
無
為
無
策
に
眺
め
て
い
た
わ

け
で
は
な

い
。
舐
園
寺
六
世
の
天
轍
法
澄

(165
9
-17
35)
は
、
享
保

一

二
年

(17
27)
〔寿
昌
清
規
〕
を
編
纂
し
、
八
世
普
明

一
珠
め
資
、
鼎
隆

黙
道
は
師
命
を
稟
け
て
、
宝
暦
九
年

(175
9)
〔寿
昌
正
統
録
〕
を
編
纂

す
る
。
前
後
三
〇
年
の
隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
寿
昌
派
と

し
て
の
意
識
の
昂
揚
を
目
ざ
し
た
も
の
と
言
い
う
る
。

特
に

〔寿
昌
清
規
〕
は
、
東
皐
と
そ
の
派
下
の
人
々
の
遵
守
し
た
規
矩

で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
、
黄
奨
禅
の
遵
守
す
る

〔黄
奨
清
規
〕
に

酷
似
す
る
。

こ
れ
の
み
で
も
、
寿
昌
派
と
黄
壁
く禅
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
祇
園
寺
に
収
蔵
さ
れ
る

ゾ
ウ
ジ
ヤ
ク

資
料

〔黄
壁
く山
裸
著
章
〕
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
通
し
て
さ
ら
に
寿
昌
派

と
黄
奨
禅
と
の
交
渉
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず

そ
の
梗
概
を
記
す
。

一
巻

一
冊
 
袋
綴

縦
二
七

・
五

セ
ン
チ

横

一
九
セ
ン
チ

半
葉

一
〇
行
二
〇
字

表
紙
な
く
、
内
題

〔黄
奨
山
襟
著
章
〕

虫
損
あ
り

そ
の
巻
末
に
享
保

一
八
年
(17
3
3
)の普
明

一
募

の
識
語
が
あ
る
。

そ
の
成
立
を
考
え
る
手
掛
り
と
し
て
は
、
巻

末
近
く
に
、
東
山
天
皇

よ
り
高
泉
性
激

へ
の
賜
号
の
な
さ
れ
た
記
事
が
あ
り
、
そ
の
期
日
を
宝

永
二
年
(1705)
一
二
月
二

六
日
と
し
、

こ
こ
で
「黄
奨
山
襟
著
章

寛
」

と
記
し
、
さ
ら
に
高
泉
に
国
師
号
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
、
享
保

一
二

年
(1727)
一
〇
月

一
日
付
で
記
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

右
が
、
此
書
で
記
さ
れ
る
年
月
の
最
下
限

と
な
る
。
多
分
、
宝
永
二
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年
の
頃

に

一
旦
成
立
し
、
さ
ら
に
書
き
つ
が
れ
た
も
の
を
、
享
保

三
八

年
に
普
明
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
此
書

に
つ
い
て

は

〔禅
籍
目
録
〕
を
は
じ
め
、
昭
和

一
七
年
、
吉
永
卯
太
郎

〔黄
漿
叢

書
〕
あ
る

い
は

〔仏
書
解
説
〕
に
も
見
え
な
い
。

さ
て

〔裸
著
章
〕
は
、
内
容
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
清
規
の
部
に
属

す
る
。
但
、

こ
の
時
代
の
清
規
の
通
例
と
し
て
叢
林
全
体
の
規
矩
は
勿

論
、
対
国
家
な
ど
、
常
に
総
説

と
し
て
の
態
度
を
有
す
る
の
に
比
す
る

な
ら
、
「
雑
著
」
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
行
法
指
南

の
範

囲
を
出
な

い
。
例
え
ば

〔襟
著
章
〕
の
章
だ
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

堂
衆
須
知

禅
士

香
灯

侍
者

副
寺
須
知

典
座
須
知

知
客
須
知

貼
庫
須
知

諸
堂
聯
対

悦
衆
寮
須
知

長
老
巡
寮
式

退
院
式

進
塔
式

大
小
執
事
日
用

宗
門
規
条

覚黄
奨
山
伽
藍
神
感
応
霊
籔

雑
著
拾
遺

「堂
衆
須
知
」
よ
り
は
じ
ま
る
そ
の
内
容
は
、
何
よ
り
も
叢
林
で
生

活
す
る
人

々
の
な
す
、
具
体
的
な
行
事
作
法
で
始
終
す
る
。
「
諸
堂
聯

対
」
の
項
が
、
黄
奨
山
の
聯
や
額
、
天
皇
の
震
翰
の
類
ま
で
を
収
録
す

る
の
は
、
メ
モ
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
そ

こ
で
記
さ
れ
る
祖
師
の

金
言
や
箴
言
の
意
味
を
重
視
し
た
結
果
と
も
言
え
る
。

で
は
此
書
と

〔黄
奨
清
規
〕

の
関
係
は
ど
う

か
。
〔奨
規
〕
の
成

立

は
、
寛
文

一
二
年
(1672)
で
あ
る
。
始
祖
隠
元
が
序
し
、
二
世
木
庵
が

校
閲
、
五
世
高
泉
が
編
修
す
る

〔漿
規
〕
は
、

か
な
り
大
ま
か
な
内
容

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
教
団
内

で
は
、
陸
続
と
来
朝
す
る
中
国
僧
の
存

在
も
あ

つ
て
、
絶
対
的
な
権
威
を
有
す
る
。
〔
櫟
著
章
〕
の
成

立

は
、

〔葉
規
〕
に
遅
れ
る
こ
と
三
〇
余
年
で
あ
る
。
黄
奨
教
団
の
盛
衰
を
み

る
と
、
寛
文
か
ら
元
禄
に
か
け
て
が
最
盛
期
で
、
元
禄
末
年
に
は
、
来

朝
僧
も
減
少
し
早
く
も
衰
え
を
見
せ
は
じ
め
る
と
言

う
。
〔榛
著
章
〕

の
成
文
化
と
、
教
団
の
衰
退
は
無
縁
で
な
い
。
〔裸
著
章
〕
が

〔奨
規
〕

を
う
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
重
複
す
る
部
分

は
少
な
い
。
重
複
し
な
い
こ
と
が

〔襟
著
章
〕

の
特
長
と
言
え
る
し
、

ま
た
重
複
の
部
分
で
は
、
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
る
点
も
特
長
の

一
つ

で
あ
る
。
今

〔奨
規
〕
の

「堂
規
」
の
部
分
と

〔襟
著
章
〕

の

「
堂
衆

須
知
」
を
比
較
し
て
み
る
。

〔黄
奨
清
規
〕

五
鼓
報
鐘
、
鳴
連
一
版
、
直
日
掲
帳
、
斉
盟
沐
礼
仏
、
二
版
上
単
、
三
版
止

静
、
香

一
寸
開
静
、
課
諦
、
諦
畢
候
雲
版
鳴
、
斉
過
堂
粥
、

…
…

(四
力
)

黄
奨
山
篠
著
章

一
部

都
葉
七
十
□
片

享
保
十
八
龍
飛
癸
丑
重
陽
日
謄
写

永
鎮
福
聚
禅
庵
蔵
函
中

款
独
子
宗
普
明
記
置

印
 

印

素照純

曹
洞
宗
寿
昌
派
の
盛
衰
 (永

井
)
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曹
洞
宗
寿
昌
派
の
盛
衰
 (永

井
)

(大
82
-
七
七
六
a
)

〔黄
奨
山
襟
著
章
〕

五
更
、
僧
堂
前
巡
照
後
、
喚
醒
香
灯
侍
者
、
答
以
仏
号
香
灯

侍
者
井
直
日
、
静
収
衣
被
、
出
後
門
洗
面
、
直
日
掲
後
門
帳

税
蝕
膨
翻
淋
香
灯
点
各
処
灯
、
侍
者
侯
各
所
巡
照
了
、
報

鐘
三
通
、
直
接

一
板

一
鐘
、
接
大
鐘
、
堂
衆
侯
報
鐘
鳴
、
各
収

,
 被
掲
帳
洗
面
、
着
衣
随
意
、
礼
仏
黙
謂
、
直
日
坐
椅
子
、
俊
大

鐘
了
、
二
板
接
大
鼓
、
毎
取
椎
問
訊
、
衆
各
帰
位
坐
、
直
日
挿

香
於
香
台
、
又

一
注
献
仏
前
、
直
巡
後
門
下
帳
、
□
□
□
□(又

力
)

帰
位
坐
、
俊
大
鼓
三
通
了
、
接
三
板
、
持
座
具
、
向
中
央
□
□

引
磐

一
声
、
揖
東
単
、
又
揖
中
央
、
引
馨
一
声
、
揖
西
単
□
□

中
央
、
進
一
歩
揖
、
引
磐
二
声
、
次
揖
上
首
、
転
身
揖
中
□

前
展
具
三
拝
、
又
転
身
揖
、
則
引
馨
二
声
、
即
開
前
門
□
□

下
単
排
班
、
又
揖
中
央
左
右
上
首
同
上
、
次
到
転
身
揖
中

央
、
引
磐
三
声
、
接
版
三
通
、
連
三
鐘
接
雲
板
、
堂
衆
登
大
殿

調
諦
…
…

堂
規
も
堂
衆
須
知
も
、

と
も
に
禅
堂
に
起
居
す
る
大
衆
に
対
す
る
規

矩
で
あ
る
が
、
〔襟
著
章
〕

の
場
合
、

一
般
大
衆

(禅
士
)
の
み
な
ら

ず
、
香
灯
を
管
理
す
る
香
灯
侍
者
の
進
退
ま
で
を
含
め
て
詳
述
す
る
。

す
な
わ
ち
、
起
床
よ
り
洗
面
↑
坐
禅
↑
大
殿

で
の
課
諦
と

い
う
次
第

が
、
修
行
者
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て

〔裸
著
章
〕
は
、

メ
モ
と
は
言
い
な
が
ら
も
、

〔壁
く規
〕

の
不
足
部
分
を
補
足
す
る
意
図
が
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
の

〔襟
著
章
〕
が
何
故
、
現
在
祇
園
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
か
、

こ
の
点
を
考
え
て
み
よ
う
。

こ
の
点
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
最
大
の
理

由
と
し
て
は
、
黄
漿
禅
と
寿
昌
派
の
禅
が
、
人
的
関
係
に
お
い
て
も
密

な
る
交
渉
を
有
し
た
こ
と
を
挙
げ
う
る
。
か
っ
て
紹
介
し
た

〔寿
昌
正

統
録
〕

の
巻
五
は
、
東
皐
派
下
の
人

々
に
つ
い
て
そ
の
紀
伝
を
詳
述
す

る
が
、
そ
の
う
ち
、
黄
葉
禅
に
参
学
し
た
経
験
者
と
し
て
普
明

一
珠
以

前
と
し
て
は
、

蘭
山
界
天
↑
南
源
性
派

(摂
陽
天
徳
山
に
て
)

慧
厳
界
本
↑
澄
一
覚
亮

(長
崎
興
福
寺
に
て
)

大
寂
界
仙
↑
独
湛
性
螢

(黄
漿
山
に
て
)

天
真
界
高
↑
悦
山
道
章

(黄
巣
山
に
て
悦
衆
と
な
る
)

白
円
界
法
↑
?

(黄
巣
山
に
て
修
行
)

独
音
界
声
↑
獅
林

(

?

)

賢
興
雪
庵
↑
慧
極
道
明

(法
雲
寺
に
て
)

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
〔正
統
録
〕
巻
五
で
立
伝
さ
れ
る
う
ち
の
約
半

数

が
、
黄
漿
禅
参
学
の
経
験
を
持
つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

〔襟
著
章
〕
を
書
写
し
た
、
普
明

一
琢

(1696-
1763)
に
つ

い
て
み
る
な
ら
、
そ
の
伝
は

〔正
統
録
〕
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
紀
年
体

に
な
る
ほ
ど
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
一
一
は
今
は
略
す
が
、
注
意
す

べ
き
は
、
そ
の
四
二
歳
の
時
、

元
文
二
年
(173
7)
冬
、
仏
国
大
仙
と
黄

奨
二
庵
の
請
を
受
け
、
黄
壁
く山
に
入
つ
て
綱
維

の
任
に
就
き
、
翌
年
に

は
授
戒
会
を
営
ん
だ
と
す
る
点
で
あ
る
。
二
庵

は
虫
損
も
あ
る
関
係
か
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ら
、
あ
る
い
は
竺
庵
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
竺
庵
な
ら
、
〔黄
彙

東
渡
僧
宝
伝
〕
(上
)
に
立
伝
さ
れ
、
享
保
八
年

(
17
23)
来
朝
し
、
同
二

〇
年

(17
35)
に
は
黄
奨
山

一
三
代
の
住
持
と
な

つ
た
竺
庵
浄
印

(1696

-
1756)

の
こ
と
と
な
る
。
時
間
的
に
も
符
合
す
る
。
ま
た
仏
国
大
仙

と
は
、
高

泉
性
激
の
法
嗣
で
、
京
都
天
王
山
仏
国
寺
に
住
し
た
、
大
仙

道
龍

(16
75
-
17
3
8)の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

〔語
録
〕
に
付
載
さ
れ

る

「行
状
」
に
よ
れ
ば
、
黄
漿
山
の
た
め
に
人
材
を
探
し
求
め
た
事
実

が
知
ら
れ
る
。
両
者
の
伝
を
記
す
史
料
は
、
当
時
の
黄
壁
く山
の
宗
風
が

荒
廃
し
た
中
で
、
二
人
が
い
か
に
そ
の
復
興
に
努
力
し
た
か
を
語
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
申
で
、
寿
昌
派
の
法
灯
に
つ
ら
な
る
普
明
が
綱

維
(維
那
)
と
し
て
奨
山
に
入
る
。
奨
山
で
役
職
を
務

め
た
人
と
し
て

は
、
前
述

の
如
く
、
天
真
界
高
の
例
が
あ
る
が
、
他
派
の
人
の
援
助
を

必
要
と
す
る
ほ
ど
、
情
勢
は
畢
迫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、

右
の
事
実
は
、
普
明
の
清
規
行
法
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を

物
語
る
。

宗
風
が
荒
乱
し
た
と
言

つ
て
も
、
伝
統
的
な
中
国
様
式
が
す

ぐ
に
変
化
す
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
語
学
の
面
な
ど
で
も
普

明
の
学
識

の
高
さ
が
推
察
で
き
よ
う
。

し
か
も
、
考
え
る
べ
き
は

〔櫟

著
章
〕
の
書
写
は
、
享
保

一
八
年
の
こ
と
で
、
奨
山
入
山
の
二
年
前
と

い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
年
の
普
明
の
行
実
は
、
実
は
明
確
で
な
い
。
そ

の
前
年
に
は
天
漱
法
澄
が
上
野
少
林
山
達
磨
寺
に
て
戒
会
を
修
行
す
る

の
に
随
喜

し
、
冬
に
同
国
の
鳳
台
院
に
て
天
漱
が
結
制
す
る
の
に
綱
維

と
な

つ
て

い
る
。
も
し
翌
享
保

一
八
年
も
、

天
漱

に
随

つ
て
い
た
な

ら
、

〔襟
著
章
〕
の
書
写
は
、
天
漱
の
会
下
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

既
述
の
如
く
、
天
漱
は

〔寿
昌
清
規
〕
を
編
纂
す
る
。
黄
奨
禅

へ
の

直
接
の
参
学
は
な
い
に
し
て
も
、
天
漱
の
黄
奨

の
清
規

へ
の
知
識
は
深

い
。
あ
る
い
は

〔襟
著
章
〕
の
底
本
は
、
天
漱
よ
り
貸
与
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

ま
た
識
語
の
中
で
言
う

「
永
鎮
福
聚
禅
庵
」

の

一
段

は
不
明

で
あ

る
。
祇
園
寺
や
黄
漿
山
の
塔
頭
に
そ
の
名
が
み
え
ず
、
普
明
の
歴
住
地

に
も
な
い
。
た
だ
書
写
の
翌
年
に
、
普
明
は
橘
樹
の
法
眼
院
で
、
仏
国

大
仙
と
福
聚
覚
芝
に
遇
う
。
福
聚
の
覚
芝
と
は
誰
か
。

こ
の
人
を

〔近

世
崎
人
伝
〕
で
記
す
、
黄
奨
宗
の
覚
芝
広
本

(
16
86
-
1746)
に
擬

し
う

る
か
ど
う
か
。
広
本
は
近
江
の
福
寿
寺
を
開
い
て
い
る
が
、
福
聚
と
福

寿

は
一
致
し
な
い
。
「永
鎮
」
の
二
字
は
、
叢
林

の
常
住
物

と
し
て
門

外
不
出
な
る
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
が
祇
園
寺
に
所
蔵
さ
れ
た
経
由
も

不
明
で
あ
る
。

普
明
が
八
世
と
し
て
舐
園
寺
に
入
山
す
る
の
は
宝
暦
二
年
(175
3)
四

月
で
あ
る
o
こ
の
時
点
で

〔襟
著
章
〕
が
祇
園
寺
に
齎
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
も
し
書
写
の
原
本
を
天
轍
が
持

つ
て
い
た
と
す
る
な
ら
行

事
と
い
う
実
質
的
な
面
で
は
、
す
で
に
祇
園
寺

の
中
で
は
実
行
さ
れ
て

い
た
こ
と
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、
か

つ
て

〔襟

著
章
〕
が

〔葉
規
〕
を

補
佐
し
た
よ
う
に
、
祇
園
寺
の
中
で
は

〔寿
昌
清
規
〕
を
補
佐
し
た
と

推
察
し
て
よ
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
以
上
、
新
出

の

〔黄
漿
山
裸
著
章
〕

を
め
ぐ

つ
て
若
干
の
考
証
を
な
し
た
。

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)

酋
日洞
宗
」寿
昌

派
の
盛
衰
 
(
永

井
)
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